
り
、
15
年
間
で
半
数
以
下
に
減
少
し
て
い
ま
す

（
図
2
）。

　
ま
た
、
年
代
別
に
見
て
み
る
と
、
令
和
2

年
の
農
家
人
口
の
う
ち
、
65
歳
以
上
が
2
、
1 

9 

6
人
と
4
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、
本
市
の

農
業
の
多
く
を
高
齢
者
が
担
っ
て
い
る
と
い
う

現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
後
継
者
不
足
が
続
く
と
、
将
来
的

に
農
業
の
規
模
が
さ
ら
に
縮
小
し
、
成
田
産
の

農
産
物
が
食
卓
に
届
か
な
く
な
る
日
が
来
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

農
業
に
魅
力
は
な
い
の
か

　
皆
さ
ん
は
農
業
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
ま
す
か
。

　
「
農
家
が
代
々
引
き
継
ぐ
も
の
」「
重
労
働
で

大
変
」「
天
候
に
左
右
さ
れ
て
生
活
が
安
定
し
な

い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
が
浮
か
ぶ
と
思

い
ま
す
。
確
か
に
、
農
業
は
簡
単
な
仕
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
市
内
で
農
業
を
営
む
人
の
中
に
は

「
農
業
は
や
り
が
い
と
可
能
性
に
満
ち
た
仕
事

だ
」
と
言
う
人
も
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
市
内
で
私
た
ち
の
食
生

活
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
農
業
関
係
者
の
皆
さ

ん
を
通
し
て
、
農
業
と
い
う
仕
事
の
魅
力
と
成

田
で
の
就
農
に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
ま
す
。

伝
統
と
国
際
空
港

そ
し
て
農
業

　
私
た
ち
が
普
段
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
口
に

し
て
い
る
食
材
。
こ
の
食
材
を
生
産
し
、
私
た

ち
の
食
生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
の
は
、
た

く
さ
ん
の
農
家
の
人
た
ち
で
す
。

　
令
和
元
年
の
農
林
水
産
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

千
葉
県
の
農
業
産
出
額
は
全
国
4
位
。
そ
し
て
、

本
市
の
農
業
産
出
額
は
県
内
3
位
と
な
っ
て
い

て
、
全
国
有
数
の
農
業
県
と
い
え
る
千
葉
県
の

中
で
も
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
イ
モ
類
の
産
出
額
は
84
億
5
、
0 

0 

0
万
円
で
全
国
2
位（
図
1
）。
成
田
山
新
勝
寺

や
成
田
国
際
空
港
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
本

市
で
す
が
、
実
は
農
業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
農
家
人
口
の
減
少
・
高
齢
化
と
い

う
、
日
本
の
農
業
が
抱
え
る
問
題
に
本
市
も
直

面
し
て
い
ま
す
。

農
業
に
影
を
落
と
す

後
継
者
不
足
の
問
題

　
農
家
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
の
原
因
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
の
が
後
継
者
不
足
で
す
。
平
成
17

年
に
1
万
1
、
5
0
9
人
だ
っ
た
市
内
の
農
家

人
口
は
、
令
和
2
年
に
は
5
、
0
5
5
人
と
な

※�平成17年の成田市の数値は、旧成田市・下総町・大
栄町の合計数

（出典）農林水産省「関東農林水産統計年報」

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

成田市
千葉県

平成17年

成田市 千葉県

平成22年 平成27年 令和2年

11,50911,509

9,0469,046

6,6356,635

5,0555,055

282,097282,097

225,534225,534

167,666167,666

119,010119,010

（人） （人）

農家人口の推移（図2）

（出典）農林水産省「令和元年市町村別農業産出額」

イモ類産出額の上位市町村（図1） 単位：1,000万円

順位 市町村名 金額
1 茨城県鉾田市 1,275
2 千葉県成田市 845
3 千葉県香取市 725
4 茨城県行方市 716
5 徳島県鳴門市 465
6 長崎県雲仙市 428
7 鹿児島県南九州市 401
8 茨城県ひたちなか市 366
9 北海道帯広市 347
10 北海道網走市 337
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特集農
業
を

未
来
へ
つ
な
ぐ

成
田
で
就
農
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成田IC

富里IC

大栄IC

大栄JCT

圏
央
道

滑河駅

久住駅

成田湯川駅

下総松崎駅

成田
空港
線

印旛沼印旛沼

公津の杜駅公津の杜駅

成田駅

成
田
線

京成
成田駅
京成
成田駅

成田国際空港

東成田駅
464

51

356

51

51

408

409

下総IC

神崎IC

利根
川

京成本線

京
成
本
線

酒々井IC

東関
東自
動車
道

成
田
線

新空港IC

成田線

464

北千葉
道路

成
田
線

圏
央
道（
建
設
中
）

折 り 鶴 平 和 プ ロ ジ ェ ク ト   命 を 救 う た め に

  迅 速 な 応 急 手 当 を

豊
か
な
水
源
で
育
つ
日
本
の
宝

　
利
根
川
や
印
旛
沼
と
い
っ
た
豊
か
な
水
源
に
恵
ま
れ
、
土
地
が

平
た
ん
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
は
米
を
生
産
し
や
す
い
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。
成
田
と
い
う
地
名
の
由
来
に
は
、
田
ん
ぼ
の
上

で
よ
く
雷
が
鳴
る
こ
と
か
ら
「
鳴
田
」
と
さ
れ
る
説
や
、
米
が
豊

か
に
成
る
田
と
い
う
説
が
あ
り
、
古
く
か
ら
米
作
り
と
深
い
関
わ

り
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

農
産
物
を
知
る

豊
か
な
環
境
で
つ
く
ら
れ
る

　
　
　
　
　  

お
い
し
い
実
り

成
なる

毛
げ

 孝
たかし

さん
（就農20年目）

稲作農家

　米作りは稲に合わせて働く必要があり、忙
しい時期には1日に15時間も作業することがあ
ります。しかし、早朝の作業で見る朝日に染
まった田んぼは美しく、その景色を見ると心
が洗われます。また、秋に収穫した新米を食
べたときに、1年間の努力を実感できるのも
稲作農家の醍

だい
醐
ご
味
み
です。

インタビュー

北
総
台
地
の
肥ひ

沃よ
く

な
土
壌
に
、
利
根
川
や
印
旛
沼

な
ど
の
豊
か
な
水
源
を
持
つ
成
田
。
こ
の
環
境
を

生
か
し
て
、
野
菜
・
果
物
・
畜
産
物
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

第１章

広報なりた 2021.11.1 4

4c4c



特
徴
的
で
豊
富
な
品
種

　
全
国
2
位
の
産
出
額
を
誇
る
本
市
の
イ
モ
類
。
そ
の
中
で
も
特

に
多
く
生
産
さ
れ
て
い
る
の
が
サ
ツ
マ
イ
モ
で
す
。
大
栄
地
区
の

ブ
ラ
ン
ド
品
種
「
大た
い
栄え

い

愛ま
な

娘む
す
め

」
や
、
電
子
レ
ン
ジ
で
お
い
し
い

焼
き
芋
が
で
き
る
「
ク
イ
ッ
ク
ス
イ
ー
ト
」
を
は
じ
め
「
べ
に
は

る
か
」「
ベ
ニ
ア
ズ
マ
」「
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

品
種
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

宇
う

佐
さ

美
み

 光
こう

平
へい

さん

かとり農業協同組合
営農生活課

　サツマイモはスイーツによく使われるほか、
近年の焼き芋ブームで根強い人気が続いてい
ます。一年一作なので、畑に植える前の育苗
や土作りがとても大切です。専門的な知識を
しっかりと身に付け、毎年研究を積み重ねて
改善していくことが、サツマイモ作りの難し
さであり面白さだと思います。

インタビュー

お
せ
ち
料
理
に
も
使
わ
れ
る
縁
起
物

　
種
を
多
く
付
け
る
こ
と
か
ら
「
子
孫
繁
栄
」
の
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
穴
が
開
い
て
い
る
こ
と
か
ら
「
将

来
の
見
通
し
が
良
い
」
と
さ
れ
、
縁
起
物
と
し
て
も
人
気
の
レ
ン

コ
ン
。
市
内
で
は
下
総
地
区
を
中
心
に
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

定
の
水
量
を
適
切
な
温
度
で
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
利
根

川
沿
い
な
ど
の
水
源
が
豊
富
な
場
所
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　レンコンは年間を通して一定の需要があ
り、ほかの野菜に比べて値崩れしにくいとい
う魅力があります。また、自然災害にも比較
的強く、収穫量も安定しています。収穫など
の作業は人力で行うことが多いので、体を動
かすのが好きな人はレンコン農家に向いてい
るかもしれませんね。

インタビュー

割
っ
て
驚
く
鮮
や
か
な
黄
色

　
ス
イ
カ
と
い
え
ば
赤
い
果
肉
が
一
般
的
で
す
が
、
市
内
で
生
産

さ
れ
て
い
る
物
の
多
く
が
黄
色
い
果
肉
の
ク
リ
ー
ム
ス
イ
カ
で
す
。

適
度
な
糖
度
と
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
歯
触
り
が
人
気
で
、
1
玉
12
キ

ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
大
玉
に
な
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ハ

ウ
ス
栽
培
で
は
5
月
初
旬
か
ら
6
月
に
か
け
て
、
露
地
栽
培
で
は

6
月
中
に
収
穫
さ
れ
ま
す
。

窺
うかがい

 建
けん

児
じ

さん

成田市農業協同組合
園芸課長

　クリームスイカは温度管理が大切です。ビ
ニールを張ったり、換気したりして、気候に
合わせて小まめに調整します。そのため、ほ
かの作物と同時並行で栽培するのは難しく、
クリームスイカにかかりきりになります。手
をかけた分、収穫時にはずっしりとした重み
を感じるとともに、達成感があります。

インタビュー

特集 成田で就農　農業を未来へつなぐ

堀
ほり

川
かわ

 一
かず

宙
ひろ

さん
（就農5年目）

レンコン農家

広報なりた 2021.11.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です5
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1
月
2
月
3
月
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月
10
月
11
月
12
月

1円でも安く1本でも多く
　私は自動車大学校を卒業後、自動車整備工場、メーカー
の営業を経て、実家のニンジン農家を継ぎました。当時
は営業を続けるつもりでしたが、楽しそうに働く両親の
姿を見て、私も農業の世界へ踏み出そうと決意。就農し
て20年たちますが、今でも楽しく働いています。
　「1円でも安く1本でも多く」をモットーに、できるだけ
機械化を進めて、少人数で効率的に生産できるようにし
ています。そのため、農業以外の分野にも広くアンテナ
を張ることを心掛けています。過去にはプライベートで
こんにゃく工場を訪れ、滞りなく進む生産ラインをじっ
くり観察したことも。そこで得た知識を生かし、ニンジ
ンの大きさを選別する機械に取り入れ効率化しました。
業種にとらわれず、生かせそうなアイデアは積極的に取
り入れることが大切だと思っています。

農
業
に
か
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

農
家
に
聞
く

市
内
に
は
、
経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
農
家
か
ら
、
農
業
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
ば
か
り
の

新
規
就
農
者
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
い
ま
す
。
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
も
や
り
方
も
人

そ
れ
ぞ
れ
。
本
章
で
は
一
人
一
人
の
農
家
を
通
し
て
、
農
業
の
リ
ア
ル
に
迫
り
ま
す
。

瀧
たき

島
しま

 敦
あつ

志
し

さん（就農20年目）

第2章

生産している物：ニンジン

　成田は就農する場所としては最高だと
思います。特に実感するのは商談の時。土
壌の良さなどが知られているので品質面
で安心してもらえます。知名度の高さも
有利な点の一つですね。

就農を考えている人へ
ひとこと

6：00 起床・身支度・
朝食

8：00 仕事（時期により、
種まき・土寄せ・
収穫・箱詰め）

12：00 昼食

13：00 仕事（時期により、
種まき・土寄せ・
収穫・箱詰め）

17：00 夕食・家事・
自由時間

23：00 就寝

1日のスケジュール
年間のスケジュール

葉
付
き
ニ
ン
ジ
ン
種
ま
き
収
穫

春
夏
ニ
ン
ジ
ン
種
ま
き

収
穫

秋
冬
ニ
ン
ジ
ン
収
穫

収
穫

種
ま
き

広報なりた 2021.11.1 6



1
月
2
月
3
月
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月
10
月
11
月
12
月

1
月
2
月
3
月
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月
10
月
11
月
12
月

富
とみ

岡
おか

 優
ゆう

人
と

さん（就農3年目）鈴
すず

木
き

 耕
こう

太
た

朗
ろう

さん（就農2年目）

　農業を始めるには農地の確保が一番大
変だと思います。条件の良い農地はなか
なか見つかりません。まずは農業法人な
どで修行し、人づてに紹介してもらうと
いう方法もよいと思います。

　技術は日々進歩していて、今勉強して
いることはすぐに古くなってしまいま
す。就農するに当たって、準備万端とい
うことはありません。やりたいと思える
ことがあるなら、すぐに挑戦しましょう。

6：30 起床・身支度・
朝食

8：00 仕事

10：00 休憩

10：30 仕事

12：00 昼食

13：00 仕事

15：00 休憩

15：30 日没まで仕事

18：00 夕食・家事・
自由時間

23：30 就寝

5：00 起床

5：10 仕事（餌やり・牛
床の掃除・搾乳）

11：00 仕事（堆肥作り・
草刈り）

13：00 昼食

15：00 休憩

17：00 仕事（餌やり・牛
床の掃除・搾乳）

22：00 夕食・家事・
自由時間

23：00 就寝

子どもの頃からの夢に挑む
　私は父と祖母と3人で、サツマイモとメロンを生産して
います。小学生の頃から、将来の夢は家業である農家に
なることで、大学生になっても休みの日には手伝いを続
けていました。大学では農学部に進み、卒業してすぐに
就農。今年で3年目になります。将来的に自分が経営者
になるということを視野に入れ、どのような経営をしよ
うか日々勉強しています。
　将来を見据えた取り組みの一環として、農作業風景など
を動画配信サイトに投稿したり、SNSで情報発信したりし
ています。どんな農家がどんな風に生産しているのかを知っ
てもらい、より身近に感じてもらうことが狙いです。また、
SNSでつながった人をメインターゲットに、昨年からオン
ラインストアを始めました。スーパーなどの小売業者だけ
でなく、消費者に直売できる体制にも挑戦しています。

飲んで育った牛乳の生産者に
　以前はいすみ市の牧場に6年間勤め、搾乳や機械の整
備などをしていました。その牧場が加入していた酪農組
合のつながりで、後継者がいなかった牧場を引き継ぐこ
とになりました。もともと独立するつもりはなかったの
ですが、牛がいて、設備も残っているなどの条件がそろっ
た話はめったにないので、金銭的にも知識面にも不安は
ありましたが、思い切って挑戦しました。
　子どもの頃から八千代牛乳というブランドの牛乳を飲
んで育ち、その味が好きでした。現在、その牛乳を自分
が生産しているので感慨深いです。また、牧場で家族連
れなどを対象に行う交流活動もやりがいの一つです。子
どもの反応は正直なので、楽しんでくれているのを見る
と私もうれしくなります。今は現地に来てもらうのが難し
いので、オンラインでの活動にも取り組んでいます。

生産している物：牛乳 生産している物：サツマイモ・メロン

就農を考えている人へ
ひとこと就農を考えている人へ

ひとこと

1日のスケジュール1日のスケジュール
年間のスケジュール年間のスケジュール

サ
ツ
マ
イ
モ
育
苗

牧
草

堆
肥
ま
き

収
穫

堆
肥
運
び

敷
地
内
の
除
草

畑
起
こ
し
・
種
ま
き
・

除
草
剤
散
布

牛
の
世
話
、
機
械
・
牛
舎
の
整
備
・
修
繕

定
植

除
草
・
殺
菌
・

殺
虫

収
穫

メ
ロ
ン
育
苗
・

ハ
ウ
ス
移
植

整
枝
・
防
除
・

皿
敷
き
・
摘
果

収
穫

広報なりた 2021.11.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です7



相乗効果で
新しい可能性に挑戦

農業×加工×販売＝6次産業化

折 り 鶴 平 和 プ ロ ジ ェ ク ト   命 を 救 う た め に

  迅 速 な 応 急 手 当 を

レンコンのひげ根を丁寧に処理 きれいにパッケージされた加工品 水圧で泥を飛ばしながら収穫

農業（1次産業）・加工業（2次産業）・販売業（3次産業）を一貫して行うことを
6次産業化といいます。自分たちで生産から加工・販売までを手掛けること
で、どんなメリットがあるのでしょうか。

㈱成田ケンコウファーム
代表取締役　平

ひら
野
の

 孝
たか

憲
のり

さん（左・就農10年目）
専務取締役　平

ひら
野
の

 謙
けん

太
た

さん（右・就農10年目）
生産している物：レンコン

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
が

独
自
性
を
生
む

　
私
た
ち
は
兄
弟
で
株
式
会
社
を
設
立
し
て
、
レ
ン
コ

ン
の
6
次
産
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
二
人
で
同
じ
農
業
法
人
に
4
年
間
勤
め
た
後
、
独
立

し
て
レ
ン
コ
ン
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
作
り
方
す
ら
分

か
ら
な
い
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
の
で
、
当
時

は
大
変
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
固
定
概
念
が
な
い
こ
と
で
栽
培
方
法
の
ひ
ら

め
き
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
肥
料

は
定
期
的
に
与
え
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
私
た
ち
は

葉
の
色
や
形
か
ら
成
長
度
合
い
を
観
察
し
、
適
切
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
必
要
な
量
だ
け
有
機
肥
料
を
与
え
る
な
ど
、

な
る
べ
く
自
然
に
近
い
状
態
で
栽
培
す
る
方
法
に
行
き

着
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
当
時
周
り
で
は
浸
透
し
て
い
な

か
っ
た
栽
培
方
法
が
で
き
た
の
は
、
下
地
が
な
い
ク
リ
ア

な
状
態
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

「
ロ
ス
を
減
ら
し
た
い
」思
い
か
ら

　
レ
ン
コ
ン
を
生
産
す
る
う
ち
に
「
ロ
ス
を
減
ら
し
た

い
」
と
い
う
思
い
が
芽
生
え
、
6
次
産
業
化
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
捨
て
る
部
位
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
レ
ン

コ
ン
で
す
が
、
青
果
物
の
場
合
、
基
準
に
満
た
な
い
低

等
級
の
物
は
収
穫
し
な
い
こ
と
が
一
般
的
で
す
。

　
し
か
し
、
実
は
低
等
級
の
物
の
方
が
食
感
な
ど
の
面

で
優
れ
て
い
ま
す
。
自
社
で
加
工
す
る
こ
と
で
、
レ
ン

コ
ン
の
良
い
部
分
を
余
す
こ
と
な
く
商
品
化
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

6
次
産
業
化
の
面
白
さ
と
強
み

　
6
次
産
業
化
の
面
白
さ
の
一
つ
は
発
見
が
あ
る
こ
と

で
す
。
粉
末
に
し
て
、
ど
ん
な
物
に
混
ぜ
る
と
お
い
し

い
の
か
、
漬
物
は
ど
ん
な
味
付
け
が
合
う
の
か
な
ど
を

考
え
ら
れ
る
の
は
、
自
分
た
ち
で
加
工
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
。
レ
ン
コ
ン
の
新
し
い
面
を
見
い
だ
せ
る
面
白
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
た
ち
の
作
物
が
原
料

な
の
で
、
ど
ん
な
栽
培
を
さ
れ
て
き
た
の
か
は
自
分
た

ち
が
一
番
理
解
し
て
い
ま
す
。
味
は
も
ち
ろ
ん
、
安
心

安
全
の
部
分
に
も
自
信
を
持
っ
て
提
供
で
き
て
い
ま
す
。

自
社
ブ
ラ
ン
ド
に
夢
を
の
せ
て

　
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
ら
れ
る
の
も
魅
力
の
一

つ
で
す
。
私
た
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
は
、
レ
ン
コ
ン
が
縁
起

物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
福
が
来
る
と
成
田
の
成
を
か
け

て
「
成な
り

福ふ
く

れ
ん
こ
ん
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

　
6
次
産
業
化
は
商
品
化
し
て
認
知
度
が
上
が
る
ま
で

に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
販
売
先
を
見
つ
け
る
こ
と
が

難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
を

広
め
、
有
名
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　自分が生産する作物の選定がとても重要で
す。需給のバランスを見定めて、商売として成
り立つのかを考える必要があります。価格だけ
で判断するのではなく、作業効率なども含めて
検討できるといいですね。
　また、他業種から学ぶことも大切です。私た
ちも漁業関係者のところへ勉強に行くと、業務
に使えそうだと思う機械に出合うことが多くあ
ります。その意味では、他業種から農業に転職
するのも面白いと思います。その業種ならでは
の視点があることで、これまでにないやり方が
生み出せるのではないでしょうか。

就農を考えている人へ
ひとこと
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農業×先端技術＝スマート農業

最新のテクノロジーで
より安全に・効率的に

安
全
と
効
率
を
求
め
て

ス
マ
ー
ト
農
業
を
導
入

　
私
は
実
家
の
農
業
を
継
ぎ
、
主
に
米
を
生
産
し
て
い

ま
す
。
米
作
り
で
は
、
不
安
定
な
土
の
上
で
長
時
間
ト

ラ
ク
タ
ー
を
運
転
す
る
こ
と
が
多
く
、
危
険
を
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
よ
り
安
全
に
、
よ
り

効
率
的
に
作
業
す
る
た
め
、
自
動
運
転
技
術
が
備
わ
っ

た
ト
ラ
ク
タ
ー
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ

る
作
業
状
況
の
一
括
管
理
な
ど
、
幅
広
い
先
端
技
術
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
で
S
O
S
に
す
ぐ
対
応

　
6
年
前
に
い
ち
早
く
導
入
し
た
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
は
、

薬
剤
散
布
な
ど
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
薬
剤
散
布
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要
で
す
。
今
ま
さ
に
、

病
気
や
虫
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
時
に
対
処
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
機
械
で
は

ホ
ー
ス
を
伸
ば
し
て
地
道
に
散
布
す
る
必
要
が
あ
り
、

即
応
性
に
欠
け
て
い
ま
し
た
。

　
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
で
一
番
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
と

感
じ
た
の
は
、
迅
速
に
む
ら
な
く
散
布
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
作
業
時
間
も
以
前
の
5
分

の
1
程
度
に
削
減
で
き
て
い
る
の
で
、
効
率
化
に
も
貢

献
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

自
動
運
転
技
術
で
作
業
に
集
中

　
ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
う
作
業
で
は
、
運
転
し
な
が
ら
別

の
機
器
の
操
作
を
行
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
と
て
も
難
し

く
危
険
を
伴
い
ま
す
。
自
動
運
転
技
術
を
使
う
こ
と
で
、

運
転
以
外
の
操
作
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
、
安
全
に

作
業
で
き
る
ほ
か
、
作
業
能
率
の
向
上
や
労
働
時
間
の

短
縮
な
ど
の
効
果
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
を
活
用
し
て

さ
ら
な
る
挑
戦
を

　
現
在
挑
戦
し
て
い
る
の
は
、
子し

実じ
つ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

生
産
で
す
。
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
主
に
家
畜
の
飼

料
用
に
使
わ
れ
、
黄
色
い
実
だ
け
を
収
穫
し
ま
す
。

　
飼
料
用
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
大
半
を
輸
入
に
頼
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
価
格
は
安
定
し
て
い
る
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
ま
た
、
将
来
的
に
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
く

と
い
う
問
題
も
あ
る
た
め
、
効
率
的
に
土
地
を
管
理
で

き
る
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
に
取
り
組
む
こ
と
で

社
会
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
「
米
だ
け
」「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
だ
け
」
と
生
産

す
る
作
物
を
絞
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
経
営
の

柱
と
な
る
作
物
を
い
く
つ
か
用
意
し
、
需
要
に
応
じ
て

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　スマート農業は、導入できるなら導入した方
がよいと思っています。しかし、機械に頼り切
りになると、トラブルが起きたときに行き詰まっ
てしまいます。スマート農業を導入する場合は、
農業の基礎的な知識も併せて身に付けることが
大切です。
　また、農業の中でもさまざまなジャンルや業
態で活躍する人がいます。今は動画配信サイト
などで先輩農家の生の声を直接聴くことができ
ます。そこで情報収集し、何を備えるべきなの
かを考えてみましょう。あとは、熱い気持ちを持っ
てチャレンジするのみです。

自動運転で耕起作業を行う収穫された子実トウモロコシ熟練の技術でドローンを操縦

スマート農業とは、ロボット技術や情報通信技術などの先端技術を活用する
農業のこと。依然として人の手が必要な場面が多い農業で、生産の省力化・
精密化が期待できます。

小泉ファーム
代表　小

こい
泉
ずみ

 輝
てる

夫
お

さん（就農22年目）
生産している物：米・大豆・子実トウモロコシ

就農を考えている人へ
ひとこと
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畑作業で爽やかな汗を

折 り 鶴 平 和 プ ロ ジ ェ ク ト   命 を 救 う た め に

  迅 速 な 応 急 手 当 を

農
業
に
携
わ
っ
て
み
た
い
。で
も
、
何
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
…
。

農
業
へ
の
入
口
は
、
大
き
く
分
け
て
3
つ
あ
り
ま
す
。
自
分
が
な
り
た
い
将

来
像
を
描
き
、
ど
の
よ
う
に
就
農
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
分
に
合
っ
た
方
法
を

　
農
業
の
始
め
方
に
は
、
主
に
3
つ
の
方

法
が
あ
り
ま
す
。
自
分
で
経
営
を
始
め
る

「
新
規
参
入
」、
農
業
法
人
な
ど
に
就
職
す

る
「
雇
用
就
農
」、
家
族
の
経
営
に
参
加
す

る
「
親
元
就
農
」
で
す
。

実
現
し
た
い
夢
を
か
な
え
る「
新
規
参
入
」 

　
ア
イ
デ
ア
次
第
で
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に

挑
戦
で
き
る
の
が
新
規
参
入
の
魅
力
。
す

で
に
方
針
が
固
ま
っ
て
い
る
人
や
実
現
し

た
い
こ
と
が
あ
る
人
に
向
い
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
農
地
の
確
保
や
農
業
設
備
の

導
入
な
ど
の
た
め
に
、
ま
と
ま
っ
た
資
金

が
必
要
に
な
る
ほ
か
、
販
路
の
開
拓
、
出

荷
ま
で
の
流
通
ル
ー
ト
を
自
分
で
確
立
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

働
き
な
が
ら
農
業
に
携
わ
る「
雇
用
就
農
」 

　
雇
用
就
農
は
、
企
業
と
し
て
農
業
生
産

を
行
っ
て
い
る
農
業
法
人
な
ど
に
就
職
し
、

従
業
員
と
し
て
働
い
て
給
与
を
も
ら
う
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
同
じ
形
態
で
す
。
働
き

な
が
ら
農
業
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
将
来
的
に
独
立
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

家
族
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
「
親
元
就
農
」

　
親
元
就
農
は
、
農
業
経
営
を
し
て
い
る

家
族
の
下
で
働
く
就
農
方
法
で
す
。
農
業

技
術
や
経
営
に
つ
い
て
家
族
の
指
導
を
受

け
て
学
び
、
将
来
的
に
経
営
者
と
し
て
の

役
割
を
担
う
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。

先
輩
農
家
が
苦
労
し
た
こ
と

　
全
国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
の
調
査

に
よ
る
と
、
多
く
の
新
規
参
入
者
が
就
農

時
に
「
農
地
の
確
保
」
と
「
資
金
の
確
保
」

に
苦
労
し
た
と
回
答
し
て
い
ま
す（
図
3
）。

就
農
方
法
の
イ
メ
ー
ジ
が
固
ま
っ
た
ら
、

ま
ず
は
農
地
や
資
金
を
ど
の
よ
う
に
確
保

す
る
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

農
地
の
確
保
は
信
頼
関
係
が
大
切

　
雇
用
就
農
で
は
、
働
く
中
で
生
ま
れ
た

つ
な
が
り
に
よ
っ
て
農
地
を
紹
介
さ
れ
る

場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
新
規

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

就
農
へ
の
道

第3章
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参
入
の
場
合
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
農

地
を
探
し
た
り
、
所
有
者
と
直
接
交
渉
を

し
た
り
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
農
地
の
確
保
に
は

人
と
の
つ
な
が
り
と
信
頼
関
係
が
大
切
で

す
。
農
地
を
提
供
す
る
側
か
ら
す
れ
ば
、

自
分
の
土
地
を
適
切
に
使
っ
て
く
れ
る
の

か
と
い
っ
た
不
安
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ

の
人
な
ら
任
せ
ら
れ
る
と
い
う
信
頼
関
係

を
築
く
た
め
に
も
、
農
家
と
し
て
の
将
来

像
を
明
確
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

農
地
法
に
よ
る
制
限

　
農
地
は
、
食
料
を
安
定
し
て
供
給
す
る

た
め
、
勝
手
に
土
地
の
使
い
道
を
変
え
た

り
、
所
有
者
を
変
え
た
り
で
き
な
い
よ
う

に
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。農
地
を
買
っ
た
り
、

借
り
た
り
す
る
場
合
は
市
の
農
業
委
員
会

や
県
の
許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

資
金
の
確
保
に
は
国
の
支
援
を
利
用
し
て

　
就
農
す
る
人
に
対
す
る
国
の
支
援
と
し

て
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
支
援
に
は
準
備
型
と
経
営
開

始
型
が
あ
り
ま
す
。

準
備
型

対
象
＝
県
が
認
め
る
研
修
機
関
で
研
修
を

受
け
る
就
農
希
望
者
で
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
人

交
付
額（
1
年
当
た
り
）＝
上
限
1
5
0
万

円（
最
長
2
年
間
）

経
営
開
始
型

対
象
＝
新
規
参
入
す
る
人
で
、
一
定
の
条

件
を
満
た
す
人

交
付
額（
1
年
当
た
り
）＝
上
限
1
5
0
万

円（
最
長
5
年
間
）

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
新
規
参
入
す
る
際
の

資
金
を
無
利
子
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
る

青
年
等
就
農
資
金
が
あ
り
ま
す
。
支
援
の

詳
細
は
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（htt 

ps://w
w
w
.m
aff.

go.jp/j/new
_far 

m
er

）で
確
認
で
き
ま

す
。就

農
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
農
政
課
と
農
業
委
員
会
で
就

農
を
希
望
す
る
人
か
ら
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
農
政
課（
市
役
所
4
階
）…
☎
20
‐
1 

5 

4 

2
◦
農
業
委
員
会
事
務
局（
市
役
所
4
階
）…

☎
20
‐
1
5
7
3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

農地の確保

資金の確保

営農技術
の習得

住宅の確保

相談窓口
探し

（出典）全国新規就農相談センター
「新規就農者の就農実態に関する調査結果（平成28年度）」

71.6%

71.2%

54.0%

25.5%

17.5%
（%）（%）

インタビュー

農学科長　佐
さ

瀬
せ

 善
よし

浩
ひろ

さん 研究科長　平
ひら

野
の

 堅
けん

一
いち

さん

長期的な展望を持って
　農業には自然災害のリスクが付き物です。大切に育
ててきた作物が駄目になって採算が合わなくなること
もあり、心が折れてしまう人も多くいます。特に、新
規参入する人は大海に浮かぶ小舟のようなもので、小
さな波でも大きく揺れてしまいます。
　そこで重要なのは、就農前に長期的な展望を描き、
自分の将来像をしっかりと見据えておくことです。目
先の利益にとらわれることなく、目標に向かって信念
を持って取り組むことが、農業を続ける上で大切なこ

とだと思います。
　農業は人が生きていくた
めに必要不可欠な産業です。
社会全体の役に立つ、とて
も価値のある職業なので、
使命感を持って始めてもら
いたいです。

「農の心」を大切に
　農業は自然との共生が重要です。時代の移り変わり
とともに自然環境に対する考え方は変わってきていて、
これまでは効率性が重視され、自然の循環性・持続性
が軽視されていた部分がありました。これからは自然
に対する敬意と環境を守るという意識を持ち、環境に
配慮した農業を行うための知識や技術を身に付けるこ
とも大切です。これから農業を始める人には、自然を
慈しむ「農の心」を大事にしてもらいたいです。
　自分の創意工夫と努力が報われるところが農業の魅
力だと思います。頑張った
分、アイデアを出した分だ
け収穫量や質、売り上げな
どにつながって自分に返っ
てきます。そんな農業のや
りがいを感じながら取り組
んでいってほしいです。

就農する際に必ず身に付けなければならないのが農業に関する知識。農業にも、知識や技術を勉強することができる
専門の学校があります。県内唯一の農業者研修教育施設として、約3,000人の卒業生を輩出している千葉県立農業大
学校の先生方に、就農するに当たっての心構えについて聞きました。

農家を目指す人へ千葉県立農業大学校に聞きました

新規参入者が就農時に苦労したこと（図3）

特集 成田で就農　農業を未来へつなぐ
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利根川の水を生かした下総地区の水田風景

折 り 鶴 平 和 プ ロ ジ ェ ク ト   命 を 救 う た め に

  迅 速 な 応 急 手 当 を

昭和53年に千葉県共済農業協同組合連合会（現・全国共済農業協同組合連合会
千葉県本部）に就職。平成28年に定年退職後、平成29年から成田市農業協同
組合常務理事に就任。令和2年からは同組合代表理事組合長に就任し、組織全
体のマネジメントを行っている。

成田市農業協同組合　代表理事組合長 栗
く り

原
は ら

 葊
ひ ろ

行
ゆ き

さん

農
業
は
人
々
の
食
生
活
を
支
え
る
仕
事

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

成
田
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境

　
農
業
の
後
継
者
不
足
の
問
題
は
、
成
田

で
も
急
速
に
進
ん
で
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
特
徴
的
な
の
は
空
港
関
連
の
影
響
を
多

く
受
け
て
い
る
点
で
す
。
千
葉
市
内
や
都

内
へ
の
通
勤
が
可
能
な
立
地
で
あ
る
上
、

空
港
関
連
企
業
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
業

以
外
の
雇
用
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
点
が
、

農
業
従
事
者
が
減
少
し
て
い
る
要
因
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
成
田
は
働
き
口
を
比
較
的
幅
広
く
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
中
で
「
農
業
に
従
事
す
る
」
と
い
う
選

択
が
で
き
る
こ
と
も
魅
力
的
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
農
業
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
自
分
自
身
の

判
断
で
い
く
ら
で
も
工
夫
す
る
こ
と
が
で

き
る
点
で
す
。
組
織
の
中
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
し
が
ら
み
が
あ
っ
て
、
自
分
が
思
う

よ
う
に
仕
事
を
進
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
農
業
で
は
、
自
分
の
経

験
を
基
に
、
や
ろ
う
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に

挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
、

成
田
は
と
て
も
良
い
環
境
だ
と
い
え
ま
す
。

成
田
が
位
置
す
る
北
総
台
地
の
土
壌
は
保

水
性
と
透
水
性
を
兼
ね
備
え
て
い
て
、
特

に
畑
作
に
適
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
利
根
川
や
印
旛
沼
な
ど
の

水
源
に
近
く
、
平
た
ん
な
土
地
が
多
い
こ

と
か
ら
、
米
作
り
に
も
向
い
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
整
っ
て
い
る
成
田

は
、
農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
環
境

で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

農
業
で
大
切
な
3
つ
の
喜
び

　
農
業
を
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
「
喜

び
」
の
ポ
イ
ン
ト
が
3
つ
あ
り
ま
す
。

　
1
つ
目
は
「
自
然
と
共
生
す
る
喜
び
」

で
す
。
無
機
質
な
人
工
物
に
囲
ま
れ
る
の

で
は
な
く
、
自
然
に
触
れ
な
が
ら
働
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
私
は
こ
う
し
た
働
き
方

が
人
間
本
来
の
あ
り
方
に
近
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
2
つ
目
は
「
育
て
る
喜
び
」
で
す
。
植

物
に
話
し
掛
け
る
と
き
れ
い
な
花
が
咲
く

と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
が
、
農
業
に
も
同

じ
こ
と
が
い
え
ま
す
。
大
切
に
愛
情
を
か

け
て
世
話
を
す
れ
ば
、
そ
れ
に
応
え
て
良

い
作
物
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
3
つ
目
は
「
収
穫
す
る
喜
び
」
で
す
。

収
穫
ま
で
に
は
、
畑
を
耕
し
て
、
土
壌
の

成
分
を
整
え
て
、
除
草
し
て
、
間
引
き
し

て
…
な
ど
、
こ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の

工
程
が
あ
り
、
と
て
も
手
間
暇
が
掛
か
り

ま
す
。
し
か
し
、
手
間
を
掛
け
た
分
だ
け

収
穫
す
る
と
き
に
感
じ
る
達
成
感
や
充
実

感
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
喜
び
を
感
じ
て
、
農
業
を
好

き
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
仕
事
と
し

て
続
け
て
い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

就
農
を
考
え
る
人
へ

　
食
は
命
の
源
で
す
。
農
業
は
安
心
安
全

な
食
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
生
活

を
支
え
る
役
割
を
担
う
重
要
な
産
業
で
す
。

　
ま
た
、
日
本
は
「
瑞み
ず

穂ほ

の
国
」
と
た
た

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
瑞
穂
と
は
、
み
ず
み

ず
し
い
稲
穂
の
こ
と
。
農
業
に
従
事
す
る

こ
と
で
、
そ
の
瑞
穂
が
多
く
実
る
美
し
い

国
土
を
い
つ
ま
で
も
守
り
続
け
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

　
農
業
に
定
年
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
で

あ
る
限
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年

齢
に
と
ら
わ
れ
ず
、
幅
広
い
層
の
人
に
挑

戦
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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特集の終わりに
　今回の特集では、多くの農業関係者の皆さんを取
材させてもらいました。管轄内の農業を支援する立
場の人、就農希望者を教育する立場の人、そして生
業として農業に取り組む農家の人。さまざまな角度
から農業についての話を聞くことができました。
　農家の人にとって新規就農者を増やすということ
は、競合相手を増やすことにもなり得ます。そのた
め取材前は、この特集に消極的な人もいるかもしれ
ないと思っていました。しかし、その考えは杞

き
憂
ゆう
に

終わりました。実際に取材させてもらうと、皆さん
はとても温かく、中には「離農する人が多い中で就
農希望者は貴重だから、どうせやるなら成功しても
らいたい」と言ってくれる人も。取材全体を通して、
皆さんが自身の経営だけでなく、農業の未来を真剣
に考えている印象を受けました。
　土壌や水源などの恵まれた自然環境があるだけで
なく、温かい農業関係者の皆さんがいる。これが成
田の農業の魅力であり、このことを紹介できたのが、
一番大きな意義かもしれません。この特集が、一人
でも多くの人にとって農業に興味を持つきっかけとな
り、就農に踏み出す後押しとなることを願っています。

特集 成田で就農　農業を未来へつなぐ
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